
広報　常陸大宮　　　　平成１８年１１月号７

　このコーナーでは、常陸大宮市のさま
ざまな出来事や話題を紹介します。
　皆さんからの身近な情報をお待ちして
います。
　どうぞお気軽に情報をお寄せください。

★情報政策課広報統計係
　� 52－1111（内線383）
　� 53－6010
　e-mail

jousei@city.hitachiomiya.lg.jp

　

市
営
桜
の
丘
住
宅
（
田
子
内
町
）
が
、
第

　

回
住
宅
月
間
功
労
者
表
彰
（
国
土
交
通
大

１８臣
表
彰
）
を
受
賞
し
、
市
長
が　

月
５
日
、

１０

ツ
イ
ン
メ
ッ
セ
静
岡
（
静
岡
県
）
で
の
授
賞

式
に
出
席
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
住
宅
月
間
の
行
事
の
一
環
と
し

て
、
住
意
識
の
向
上
、
ゆ
と
り
あ
る
住
生
活

の
実
現
及
び
建
築
物
の
質
の
向
上
を
図
る
た

め
、
国
土
交
通
省
か
ら
個
人
や
・
団
体
に
贈

ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

桜
の
丘
住
宅
は
、
環
境
と
の
共
生
を
め
ざ

し
た
ビ
オ
ト
ー
プ
を
取
り
入
れ
た
親
水
空
間

や
、
大
小
の
コ
モ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
整
備
し
た

こ
と
に
よ
り
、
景
観
だ
け
で
な
く
、
周
辺
住

民
の
憩
い
の
場
と
し
て
コ
ニ
ュ
ミ
テ
ィ
の
形

　

９
月　

日
、
茨
城
大
学
人
文
学
部
と
常
陸

３０

大
宮
市
と
の
地
域
連
携
事
業
の
一
環
と
し

て
、「
講
座
で
学
び
地
域
に
活
か
そ
う
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、
美
和
工

芸
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
同
学
部
教
授
、　
１７

年
度
市
民
大
学
講
座
受
講
生
、
西
塩
子
回
り

舞
台
の
関
係
者
な
ど
９
人
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と

し
て
出
席
。
西
野
由
希
子
先
生
（
同
学
部
助

教
授
）
の
進
行
に
よ
り
、
市
民
大
学
講
座
を

受
講
し
て
の
感
想
や
、
西
塩
子
回
り
舞
台
の

現
状
と
課
題
な
ど
の
様
々
な
意
見
が
飛
び
交

い
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
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〜
地
域
連
携
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〜
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市
営
桜
の
丘
住
宅
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西
塩
子
の
回
り
舞
台
保
存
会

　
　

月　

日
、
水
戸
市
の
県
民
文
化
セ
ン

１０

１９

タ
ー
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
平
成　

年
度
い

１８

ば
ら
き
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
大
賞
表
彰
式
が
行

わ
れ
、
西
塩
子
の
回
り
舞
台
保
存
会
（
大
貫

信
正
会
長
）
が
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、「
い
ば
ら
き
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
」
や
「
地
域
の
元
気
」
に
繋
が
る
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
の
中
か
ら
、
特
に
貢
献
度
が
高

か
っ
た
も
の
、
ま
た
は
こ
れ
か
ら
の
効
果
が

見
込
め
る
活
動
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

★
大
賞
（
１
組
）

　

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
と

 

つ
く
ば
ス
タ
イ
ル
（
つ
く
ば
市
）

★
奨
励
賞
（
６
団
体
、
表
彰
順
に
掲
載
）

　

里
美
ツ
ー
リ
ズ
ム
探
求
会（
常
陸
太
田
市
）

　

西
塩
子
の
回
り
舞
台
保
存
会（
常
陸
大
宮
市
）

　

水
戸
オ
セ
ロ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 

い
ば
ら
き
推
進
委
員
会
（
水
戸
市
）

　

い
し
や
の
ト
マ
ト
組
合
（
桜
川
市
）

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

大
洗
海
の
大
学（
大
洗
町
）

　

桜
川
市
真
壁
地
区
住
民
の
皆
さ
ん（
桜
川
市
）

▲奨励賞を受賞した大貫会長

成
に
も
寄
与
し
た

点
が
評
価
さ
れ
受

賞
し
ま
し
た
。
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〜
元
気
で
生
き
が
い
の
あ
る
暮
ら
し
〜

　

市
は
、
平
成　

年
度
介
護
予
防
事
業
の
一

１８

環
と
し
て
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
に
委
託

し「
ね
ん
り
ん
ク
ラ
ブ
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は　

歳
以
上
の
方
を
対
象
に
筋
力
ト

６５

レ
ー
ニ
ン
グ
と
趣
味
活
動
を
セ
ッ
ト
と
し
、

昼
食
を
一
緒
に
摂
り
な
が
ら
介
護
を
先
送
り

に
し
て
、
生
き
が
い
を
も
っ
て
暮
ら
す
こ
と

を
目
的
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ク
ラ
ブ
は
、
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
か
が
や
き
」、
山
方
農
林
漁
家
高
齢
者
セ
ン

タ
ー
、
美
和
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
緒
川
保
健
セ

ン
タ
ー
、
御
前
山
市
民
セ
ン
タ
ー
の
各
地
域

の
会
場
で
、
志
村
大
宮
病
院
の
理
学
療
法

士
、
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
て
行
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
の
開
始
前
後
に
は
体
力
測
定
を

行
い
、
歩
く
速
度
が
ア
ッ
プ
し
た
方
も
い
て

「
家
で
一
人
で
食
事
を
す
る
よ
り
楽
し
い
」、

「
お
弁
当
が
お
い
し
い
」、「
こ
こ
に
来
る
と

友
達
が
で
き
て
良
い
」
な
ど
の
声
が
た
く
さ

ん
が
出
て
い
ま
す
。
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９
月　

日
、「
交
通
安
全
・
非
行
防
止
パ

２３

レ
ー
ド
」
が
約
３
４
０
人
の
方
が
参
加
し
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
発
式
で
は
、
山
方
小
学
校
鼓
笛
隊
・
山

方
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
が
行
わ
れ
、
県

警
白
バ
イ
隊
の
先
導
に
よ
り
、
山
方
総
合
支

所
前
か
ら
山
方
宿
駅
前
ま
で
行
進
し
ま
し

た
。
ま
た
、
山
方
宿
駅
前
で
山
方
南
小
鼓
笛

隊
の
演
奏
を
行
い
ま
し
た
。
沿
道
に
は
た
く

さ
ん
の
人
々
が
訪
れ
、
大
変
賑
わ
い
ま
し
た
。
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や
す
ら
ぎ
の
里
公
園
入
口
の
小
舟
川
護
岸

に
描
か
れ
た
図
柄
が
消
え
か
か
っ
て
い
た
た

め
、
地
域
の
緑
の
少
年
団
、
子
ど
も
会
、
高

校
生
会
ほ
か
、
た
く
さ
ん
の
地
域
の
方
々
の

奉
仕
活
動
に
よ
り
、
十
数
年
ぶ
り
に
き
れ
い

に
甦
り
ま
し
た
。

　

描
か
れ
た
絵
が
水
辺
に
色
鮮
や
か
に
映
し

出
さ
れ
、
公
園
に
立
ち
寄
っ
た
方
々
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。
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月　

日
に
開
催
さ
れ
た
、
茨
城
県
芸
術

１０

１４

祭
短
歌
大
会
に
お
い
て
、
大
宮
短
歌
ク
ラ
ブ

（
市
文
化
協
会
）会
員
２
人
が
入
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
に
は
、
県
内
か
ら
２
６
１
首
が

応
募
さ
れ
、
お
２
人
の
作
品
は
、
そ
の
中
か

ら
互
選
に
よ
り
優
秀
作
品
と
し
て
選
ば
れ
た

も
の
で
す
。

○
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
賞

　

小
口　

敏
子
（
抽
ヶ
台
町
）

○
茨
城
県
知
事
賞

　

小
田
倉　

量
平
（
宇
留
野
）

 

（
敬
称
略
）
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　１０月１日、美和温泉「ささの湯」が、平成
１５年４月２４日のリニューアルオープン以来、
入館者５０万人を達成しました。入館５０万人目
の幸運を射止めたのは、那珂市瓜連にお住ま
いの小野瀬みつ江さん。小野瀬さんには、美
和地域特産のしいたけや新米、食事券が贈ら
れました。
　小野瀬さんは、「足腰が痛むので、月２回ほ
ど娘と来ています。温泉に入った後は、とて
も体の調子が良いです」と、うれしそうに話
していました。

美和温泉「ささの湯」
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▲みんなでコーラス
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９
月
６
日
、
県
立
常
陸
大
宮
高
校
の
１
年

生
と
大
宮
高
校
の
２
、
３
年
生
が
、
大
宮
聖

愛
保
育
園
に
お
い
て
園
児
と
パ
ン
作
り
を
通

し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
３
年
前
か
ら
毎
年

行
っ
て
い
る
も
の
で
、
高
校
の
食
物
部
員
と

保
育
士
を
希
望
し
て
い
る
生
徒
７
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

三
角
巾
や
エ
プ
ロ
ン
を
身
に
つ
け
た
園
児

た
ち
は
、
お
姉
さ
ん
や
お
兄
さ
ん
と
一
緒
に
、

パ
ン
生
地
を
小
さ
な
手
で
転
が
し
た
り
伸
ば

し
た
り
、
思
い
思
い
の
形
に
作
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
パ
ン
が
焼
き
上
が
る
ま
で
は
お
姉

さ
ん
や
お
兄
さ
ん
が
一
緒
に
遊
ん
で
く
れ
、

園
児
た
ち
は
普
段
と
は
違
う
楽
し
さ
を
味
わ

え
た
よ
う
で
す
。

　

高
校
生
た
ち
も
、
園
児
と
の
交
流
を
通
し

て
、
自
分
が
将
来
社
会
に
出
る
上
で
の
、
貴

重
な
経
験
と
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
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　１０月１０日、ロックヒルズゴルフクラブにおいて、
チャリティーゴルフ「おおみや大好き浜ちゃんコン
ペ」が開催されました。この地域でゴルフに親しん
でいる作曲家の浜圭介氏が、この自然を守るため企
画した大会で、今年で６年目を数えます。
　当日は、浜圭介さんをはじめ市内の方など２８２人
が参加し、プレーを楽しみました。
　大会からは、チャリティー金２５万円が市へ寄附さ
れました。今後、市の環境保全のために有効に利用
していきたいと思います。
成　績（敬称略）

　　男子優勝　住谷　芳勝
　　女子優勝　田家　容子
　　ホールインワン　大越　満夫
＊新ペリア方式、
ショットガンス
タート
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美
和
寿
大
学
・
少
年
教
室
合
同
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９
月　

日
、
美
和
運
動
公
園
ミ
ニ
サ
ッ

３０

カ
ー
場
に
お
い
て
美
和
寿
大
学
生
、
少
年
教

室
生
合
同
の
『
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
』

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

青
空
の
下
、
５
人
１
チ
ー
ム　

班
編
成
で

１２

行
い
、
１
チ
ー
ム
に
１
〜
２
人
少
年
教
室
生

が
入
り
ま
し
た
。
最
初
は
思
い
ど
お
り
に

ボ
ー
ル
が
進
ま
な
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
寿

大
学
生
の
指
導
の
も
と
、
わ
き
あ
い
あ
い
と

楽
し
く
プ
レ
ー
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
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　茨城県食生活改善推進団体連絡協議会では、茨城の郷土料理
を紹介する「食彩百景：いばらきの味－郷土料理献立集食文化
伝承版」を発行しており、その中に、常陸大宮市食生活改善推進
員連絡協議会から提案した献立が３品掲載されています。今回
は、その中で、じゅうねん（えごま）を使った献立をご紹介します。
　常陸大宮市では、昔からえごまを「じゅうねん」と呼び、麺
などのたれとして食されています。
＊食彩百景については、県食生活改善推進団体連絡協議会事務局
　（�０２９－３０１－３２２９）まで

【材料と分量（４人分）】
　大根  …………… ６０g
　きゅうり  ……… ６０g
　にんじん  ……… ４０g
　水菜  …………… ４０g
　えごま  ………… １２g
　砂糖  …………… 大さじ１
　しょうゆ  ……… 大さじ１

【作　り　方】
①大根、きゅうりは３cmのせん切りにする。
②にんじんは３cmのせん切りにして下茹でする。
③水菜３cmの長さに切っておく。
④えごまは煎ってからよくすり、砂糖、しょうゆを加えて混ぜ合
わせ、野菜を和える。

※しょうゆの代わりに味噌を使ってもおいしいです。

郷土料理でおいしく健康に���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

提供：いばらきの味郷土料理献立集
　　　「食彩百景～食文化伝承版～」




